
地域資源を活用した観光地魅力創造事業（平成27年度補正予算）

計画の策定（数値目標、取組体制、事業内容等）

マーケティングの実施

地域の魅力を高める取組の実施

観光関係者による取組

・着地型旅行商品の造成・販売
・地産地消の推進
・ガイドの育成

・観光案内所の機能強化
・観光地周遊バスの実証運行
・美観の維持、トイレ改修

①滞在コンテンツの充実・強化 ②来訪需要の喚起

④外国人受入環境整備③来訪者の利便性等向上

・一元的な情報発信／予約
システム の構築
・宿泊施設の魅力向上
・地域版ＭＩＣＥの推進検討

・観光案内の多言語表記化
・Wi-Fi環境の整備
・免税店の導入検討

等

協議会：市町村、観光協会、交通事業者、関係行政機関その他地域づくり
の取組を実施する者等により構成

様々な地域づくりの取組と連携し、地域の観光資源を世界に通用するレベルまで磨き上げるとともに、外国人の受入環境整備
を実施。（関係省庁の施策との一体的実施を推進。）
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「農」の優位性を活かした
産業と観光の融合

農山漁村の風景を
活用した観光振興

地域の「食・食文化」を
活用した観光振興
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支援内容

個別事業の実施に必要な経費の総額の２分の１以内の金額を
予算の範囲で負担する。

体験型・交流型滞在プログラムの
企画・開発・提供

宿泊施設の魅力向上

二次交通の確保

観光案内所の機能強化
ウェブ予約一括システムの構築

無料公衆無線LANの整備

案内ガイドの育成・研修

マーケティングの実施
マネジメント（各事業の一体的実施）

成果把握

等

食・農業体験・農山漁村風景などの観光資源を世界に通用するレベルまで引き上げるため、観光資源を活かした
地域づくり施策と、マーケティング、外国人受入環境整備、二次交通の充実等の観光振興のための施策を一体的
に支援する。

※地域資源を活用した観光地魅力創造事業（平成27年度当初予算）からの変更点
・対象となる観光資源が「食」と「農」に関する訪日外国人観光客にも訴求力のあるものであること。
・協議会に含まれる市町村は、一の市町村に限る。


